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分科会活動方針

IBM i OSを活用できる技術について

検証及び稼動確認を行うことで、技術習得を行う。

・技術習得

・他社との交流

・分科会発表

・OSS勉強会

活動日時
毎月 第三金曜日 1８時～２０時 で活動
※場所は東京近郊
skypeでの参加も現在実施中

https://www.bing.com/images/search?q=ibm+i&view=detailv2&&id=B56520D024B7640F5D9F03E7393F0DDB306E8679&selectedIndex=5&ccid=yJvkjv6M&simid=608045238530280623&thid=OIP.Mc89be48efe8c7c9211612b32872c11b9o0


メンバー ※敬称略

SLY 川島（リーダー）

JBCC 富田（副リーダー）

オム二サイエンス 田中

NDIソリューションズ 平野

JBAT 土井

JBAT 冨永

JBAT 田口

ベルコム 梶野

SLY 高柳

SLY 前田

ベルデータ 伊藤

ティアンドトラスト 北原

KIS 藤野

SOLPAC 後藤

アイビス 濱田

登録：12社 １７名 平均８名程度の参加

<<オブザーバー>>

IBM 平野

菅田



2018年分科会 活動体制

OSS幹事会

Open技術
分科会

新技術
Node-RED

分科会 リーダー：SLY 川島
副リーダー：JBCC 富田



2018年活動報告（近況）

【目標】
Node-REDを使ったIoTとの連携

センサー情報を
IBM i上のNode-REDで受信して連携
IoT連携事例の検証及びAIとの連携



2018年活動報告（近況）

IoTは"Internet of Things"の略でモノのインターネットと訳されています。
読み方はアイオーティー

IoTとは？

IoTと基幹システム連携で何ができる？

画像情報AI判定する事で来訪者の顧客
名を受付で受付を行う

スマートデバイスの位置センサー情報と連携
して、近くの店舗情報をPush通知する



2018年活動報告（近況）

Node-REDとは？

Node-REDとは、APIやオンラインサービス、デバイスなどの
機能を繋げてアプリケーションを作成していくプラットフォーム
処理フローをブラウザの操作によって作成することができる
オープンソースソフトウェアで、Node.jsが動く環境なら何処でも動かせる

Node-REDで何ができる？

IoTからの情報を受信する処理を
ノンプログラミングで作成できる

処理フローが可視化されるので
保守も容易



2018年活動報告（近況）

今回発表

今後の予定

スマホ IBM i

Raspberry Pi IBM i

センサー情報

画像センサー

Node-RED

Node-RED

AI画像判定

メール通知



2018年活動報告（近況）

⚫ IBM i 環境

OS :V7R3

Node.js :v6

①5733OPS Option 5導入
②PTF SI59404適用
③/QOpenSys/QIBM/ProdData/OPS/Node6
にインストールされる

npm :2.15.9



2018年活動報告（近況）

⚫ 開発準備

cd /QOpenSys/QIBM/ProdData/OPS/Node6/bin./nodever.sh list
Select the version of Node.js you want to use: (0~2)   で"2"を選択

npm install -g node-red

①Node.jsのデフォルトバージョンをV6に変更する。（Node.RED推薦がV6の為）

③Node-REDのインストールとDB2for i用のノード追加

npm root -g /QOpenSys/QIBM/ProdData/OPS/Node6/lib/node_modules

②ルートディレクト設定



2018年活動報告（近況）

⚫ 開発準備

npm install -g forever

④foreverをインストールしてNode-REDをデーモン起動

/QOpenSys/QIBM/ProdData/OPS/Node6/bin/forever 
start /QOpenSys/QIBM/ProdData/OPS/Node6/bin/node-red

以下が起動コマンド

⑤ブラウザから稼働確認

http://xxx. xxx. xxx. xxx:xxxxx/



2018年活動報告（近況）

スマホのセンサー情報をNODE-REDで受信してDBへ登録

DB

⚫ 作成した機能概要



2018年活動報告（近況）

Node-RED 呼び出し（スマホ側）

⚫ スマホ側画面

JavaScriptを使ってスマホのセンサー情報を
Rest形式でNode-RED側にデータを
送信します



⚫ Node-RED画面

2018年活動報告（近況）

Node-RED 全体フロー

Node-RED
複数のフローが定義できます

アイコンを選択し、
左側のシートに
置く事で、

処理が実行されます

アイコンを線でつ
なげる事で処理が
連結されます



⚫ httpリクエスト受信設定

2018年活動報告（近況）

httpノード

/testというURLで
GET形式で取得

アイコンをクリックすると
処理詳細を設定する画

面が開きます



⚫ Restデータの展開

2018年活動報告（近況）

msg.payloadノード

Node-REDではノード間を
msgオブジェクトでデータを受け
渡します。

msgオブジェクトのpayloadプ
ロパティにRestによって受け渡さ
れたスマホのセンサー情報を格
納しています



⚫ DB2/400への書き出し

2018年活動報告（近況）

makeSqllノード



2018年活動報告（近況）

SELECT * FROM OSSSAMPLE/SENSORDATA

⚫ DB2/400への書き出し結果



2018年活動報告（近況）

結果画面

⚫ 受信した結果をスマホに返す



2018年活動報告活動報告（近況）

Node-REDを使ったIoTとの連携 現時点での成果/考察

考察１
スマートデバイスには様々なデバイスが標準装備されている為
最初に取り組むには良い。
★センサー情報から閾値を設けてエラーの場合にはメールを送信する等の処理は
比較手容易に開発可能

考察２
デバイス情報を送信する仕組みが必要（今回はブラウザ）
★Raspberry Piを活用

考察３
情報をただ受信して蓄積では効果が薄い
★AIの活用



2018年活動報告（今後の予定）

Raspberry Piによる画像情報の連携

Raspberry Pi（ラズベリーパイ）とは、内蔵ハードディスクなどを搭載しない
代わりに、電源やSDカードストレージを装着することによって使用できる、
「ワンボードマイコン」と呼ばれるハードウェアです。
Raspberry Piの歴史はまだ浅く、2012年2月にラズベリーパイ財団より
安価な教育用のシングルボードコンピューターとして開発されました。

センサーから情報を受け取り、加工して送信するのに適している



2018年活動報告

画像情報AI判定

IBM i 上のNode-REDから、画像データを受け取り、
認証結果を返す。

最終的にはIBM Watson を活用するが、現在開発段階の為、
以下の無償で活用できる顔認証APIサービスを利用。

【Face++】
https://www.faceplusplus.com/

【Search API】

IBM i
Node-RED

Face++
Search API

httpリクエスト

画像（顔）データ

json

蓄積された画像（顔）データからそれぞれの
氏名（ID）、一致率をJSON形式で返す

https://www.faceplusplus.com/


2018年活動報告

【デモサイト】

比較対象

比較結果
JSON

比較元

比較結果



分科会 今期活動予定

毎月 第３金曜日 18時～20時 で活動
※場所は東京近郊
skypeでの参加も現在実施中（希望者のみ）

11月16日（金）
18時～
オムニサイエンス様

新規で分科会参加したい方はOSS幹事までご連絡ください。


